
【目的】
薬剤耐性（Antimicrobial Resistance, 以下 AMR）は世界的
な問題とされ、日本でも AMR 対策アクションプランが策定
されている。

病院では2018年4月より抗菌薬適正使用支援加算が創設
され、2022年4月からは診療所で外来感染対策向上加算が
創設された。感染対策向上加算1の施設を中心に、連携病
院・診療所・保健所と合同でカンファレンスを開催し、抗
菌薬適正使用等、地域での取り組みの推進が図られている。

一方、薬局においては抗菌薬適正使用に関わる診療報酬
はない。日本で使用される抗菌薬のうち約9割は経口抗菌
薬であり、実際には薬局での関わりは重要と思われる。

今回、薬局薬剤師にアンケートを行い、現在の薬局薬剤
師のAMR や抗菌薬適正使用についての認知度や意識等につ
いて調査した。

【方法】
調査期間：2023年1月〜4月
調査対象：山口県防府市の全49薬局
調査方法：アンケートをメールまたは文書依頼し、 Google Form での入力。

回答者は１薬局に対し1名の薬剤師（無記名）とした。

【結果】 回収率63.2％（31名/49名）
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第82回九州山口薬学大会
利益相反の開示

筆頭演者名： 渡邊 太朗

私は今回の演題に関連して、
開示すべき利益相反はありません。
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調剤する機会の多い抗菌薬

山口県防府市における薬局薬剤師の AMR 対策と
抗菌薬適正使用に関するアンケート調査報告
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AMR対策アクションプランについて、聞いたことのある薬剤師は80.6％と大
半であったが、「具体的な内容まで知っている」と回答した薬剤師は6.5%で
あった。
AMRや抗菌薬について情報を得るために「抗微生物薬適正使用の手引き」等
のガイドラインを確認していると回答した薬剤師は12.9％しかおらず、32.2％
の薬剤師は特に何も行っていなかった。
抗菌薬の使用量を減らすことは医師等と連携したり啓発活動を取り組むこと
で可能と回答した薬剤師は96.8％（30/31名）であり、不可能と回答した薬剤
師はいなかった。
一方、「今後薬局薬剤師は AMR 対策や抗菌薬適正使用に貢献していく必要が
あると思うが、貢献の仕方がわからないため難しい」と回答した薬剤師は
58.1%（18/31名）であった。

【考察】
アンケート結果から薬局薬剤師の AMR 対策アクションプランに関する認知度は低かった。しかし、

大半の薬局薬剤師が AMR や抗菌薬適正使用への貢献の必要性を感じており、医師等と連携して抗菌
薬の使用量を減らすことが可能と考えている。
一方で、抗菌薬の適正使用に対する対応が分からない薬剤師も多数見られた。
今回の結果を踏まえ、病院薬剤師より薬局薬剤師に対し、研修会等を実施し、より積極的に AMR 

や抗菌薬適正使用に関わっていけるように、地域一体となって取り組んでいきたい。
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抗菌薬の使用量を減らすこと
は可能と思いますか。

AMR対策や抗菌薬適正使用のために取り組んでいることはありますか？ AMRや抗菌薬について情報を得るために行なっていることはありますか。
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必要があると考えるため、自分も積極的に貢献したい。

今後薬局薬剤師は薬剤耐性（AMR）対策や抗菌薬
適正使用に貢献していく必要があると思いますか。
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